
















総合的防食性能向上のための研究開発総合的防食性能向上のための研究開発

1)1)施工船の概要施工船の概要

調査船Ⅳ 調査船Ⅴ 調査船Ⅵ

NOA60HS NOA60HS NOA60

(250μm×1) (250μm×1) (150+250μm)

船    種 BC ｹﾐｶﾙﾀﾝｶｰ LNG

ト ン 数 32,500 D/W 25,441 D/W 67,300 D/W

就　　航 2005,6 2006.5 2003.9

調 査 日 2008.8.5 2008.10.11 2008.8.27

経過年数 36ヶ月 29ヶ月 60ヶ月

塗装仕様

調査船種
S-I-P塗料施工船

◆◆実績船の調査実績船の調査((SS--II--PP塗料塗料施工船施工船))
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2)2)施工船の状況施工船の状況

施工船施工船‐Ⅳ‐Ⅳ 施工船施工船‐Ⅴ‐Ⅴ 施工船施工船‐Ⅵ‐Ⅵ

◆◆実績船の調査実績船の調査((SS--II--PP塗料塗料施工船施工船))
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(1)(1)一般塗料施工船一般塗料施工船

(2)(2)SS--II--PP塗料施工船塗料施工船

◆◆実績船の調査実績船の調査((まとめまとめ))

・・平面部やロンジ部等の過小膜厚箇所に発錆平面部やロンジ部等の過小膜厚箇所に発錆。。

・・特に特に、、ロンジ・くり穴等多くロンジ・くり穴等多く生じている生じている。。

・・エッジ等での発錆が全く認められなく良好エッジ等での発錆が全く認められなく良好。。

・１・１回塗りでも発錆が全く認められなく良好回塗りでも発錆が全く認められなく良好。。
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◆◆研究開発の成果研究開発の成果

SS--II--PP塗料の効果が検証できた塗料の効果が検証できた。。

一般塗料の“点一般塗料の“点での膜厚での膜厚管理“管理“に対しに対し、、SS--II--PP塗料は塗料は““面での膜厚面での膜厚管理管理

((目視管理目視管理))””によりにより、精度の高い膜厚管理ができることで、、精度の高い膜厚管理ができることで、

バラストタンクの防食性の向上が図れるバラストタンクの防食性の向上が図れる

期待効果として期待効果として

検査作業時間の短縮の可能性検査作業時間の短縮の可能性

後戻り作業が軽減され工数抑制の期待後戻り作業が軽減され工数抑制の期待

1stripe coat and 1spray coat1stripe coat and 1spray coatによるによる

工程の短縮工程の短縮およびおよび塗料使用量削減塗料使用量削減のの期待期待
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◆課題と今後の予定

・S-I-P技術をわが国の塗装技術として、国際的に普及を図っていくことが課題。
(1stripe coats and 1spray coats 、膜厚計測点の削減／IMOの認知)

・PSPCの改正も視野に入れた実績の蓄積と国際的な認知活動。

◆おわりに
・本研究開発は、IMOにおけるPSPCの強制化に伴い防食性能の向上と我が国

造船業の国際競争力維持を目的に、日本財団の助成事業として財団法人

日本船舶技術研究協会より委託され実施した。

・今後の造船業の国際競争力強化の一つとして、S-I-P技術による工数低減や

環境負荷を低減し品質の高い船舶を建造するために、塗料メーカーの立場と

して貢献できればと考える。
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